


紅白に瞬く”平家星”と”源氏星”
この時季、南の空に見えるオリオン座は星座の
中でも人気のある星座の一つで、砂時計などに
例えられる特徴的な星並びは街中でも結ぶこと
ができます。
狩人オリオンの姿は、星座の中ほどに並んで輝
く同じくらいの明るさの三ツ星を腰に巻いたベ
ルトとして、その周りを囲む四つの星でオリオルトとして、その周りを囲む四つの星でオリオ
ンの体を表します。

さて、オリオン座では赤く瞬く「ベテルギウス」と青白く瞬く「リゲル」、二つの
1等星が目立っています。
日本では、この二つの星の瞬きを平安時代の源平合戦にちなんで、ベテルギウスを平
家の赤旗に例えた「平家星」、リゲルを源氏の白い旗に見立てた「源氏星」と呼ぶこ
とがあります。ちょうど三ツ星を挟んでにらみ合っているようです。
ベテルギウスは、年老いた巨大な星で、直径は太陽の700倍以上あります。いずれは、ベテルギウスは、年老いた巨大な星で、直径は太陽の700倍以上あります。いずれは、
「超新星爆発」と呼ばれる大爆発を起こして最期を迎えると予想されています。
赤く見えるのは、ベテルギウスの表面温度が下がり、およそ3600度程度になっている
ためです。
一方のリゲルは、エネルギーの高い超高温の星で、表面温度はおよそ12000度ほどです。
比較的若い星ですが、エネルギーの放出量が大きいため、あと数千万年で燃え尽きると
考えられています。

”星のゆりかご” オリオン大星雲
オリオン大星雲は、地球からおよそ1400光年の距離
にあるガスや塵の集まりで、オリオン座の三ツ星の
下に淡い光として見ることができます。
星雲の中では多くの星が生まれていて、中心には
「トラペジウム」と呼ばれる、非常に若く重い星々
が存在します。
これらの星は強力な紫外線を放出しており、それをこれらの星は強力な紫外線を放出しており、それを
受けて星雲が輝いています。
オリオン大星雲の輝きは、まるで生まれたばかりの星の産声のように感じます。
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